
②
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
の
日
時
計

つ
づ
き
は
裏
面
へ
👈

　
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
を
訪
れ
る
と
、
ま
ず

目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
が
、
前
庭
広
場
に

設
置
さ
れ
た
巨
大
で
不
思
議
な
オ
ブ
ジ
ェ
で

す
。一
見
す
る
と
「
何
だ
ろ
う
？
」
と
戸
惑

い
ま
す
が
、
実
は
こ
れ
こ
そ
が
光
台
を
象
徴

す
る
日
時
計
（
時
計
塔
）
で
す
。

こ
の
日
時
計
は
、
１
９
９
０
〜
１
９
９
１
年

に
か
け
て
行
わ
れ
た
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
含

む
前
庭
広
場
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
国
際
設
計

競
技
に
お
い
て
、世
界
26
か
国・３
０
５
件
の
応
募
の
中
か
ら
、箕
原 

真（
み

の
は
ら 

し
ん
））
氏
の
案
が
採
択
さ
れ
、
１
９
９
３
年
３
月
に
完
成
し
ま

し
た
。
完
成
当
時
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
驚
き
の
眼
差
し
で
見
上
げ
た
で
あ

ろ
う
様
子
が
、
今
も
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
文
字
盤
の
面
積
は
、約
３
９
０
０
㎡
と
さ
れ
、

１
９
９
５
年
に
は
「
文
字
盤
の
面
積
世
界
一の

日
時
計
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
夜
間
に
は
、
日
時
計
の
針
の
先
端
か

ら
北
極
星
に
向
け
て
、
青
緑
色
の
レ
ー
ザ
ー

ビ
ー
ム
が
放
た
れ
、
夜
の
精
華
町
に
一筋
の
光

を
放
ち
ま
す
。

③
モ
アイ
像
？ 

ユ
ニ
ー
ク
な

　
　
　
　
オ
ブ
ジ
ェ
が
ひ
ょっ
こ
り
現
れ
る

　
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
の
向
か
い
側
、Ａ
Ｔ
Ｒ
前

の
歩
道
を
東
へ
歩
い
て
い
く
と
、
フ
ェ
ン
ス
際
に
、

ど
こ
か
モ
アイ
像
を
思
わ
せ
る
オ
ブ
ジ
ェ
が
、ひ
っ

そ
り
と
佇
ん
で
い
ま
す
。

　
「
な
ぜ
、
こ
ん
な
場
所
に
？
」「
ど
こ
を
見
つ

め
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」「
な
ぜ
、
ひ
と
つ
だ

け
？
」
見
る
人
の
想
像
力
を
刺
激
し
ま
す
。

　
本
家
・
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
モ
ア
イ
像
は
、
集
落

の
守
護
神
、
水
や
豊
穣
の
象
徴
、
さ
ら
に
は
岩
を
削
る
こ
と
に
よ
る
土
地

改
良
な
ど
、
単
な
る
偶
像
を
超
え
た

多
様
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
ど
の
よ
う
な
意

図
を
持
っ
て
作
成
さ
れ
た
の
か
、
謎

は
深
ま
る
ば
か
り
で
す
。
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03知っているようで
知らない精華町を
みんなで再発見。

《みつける》
精華町

モニュメント・オブジェの数々

写真／春の丘公園からの眺望

光台に輝く

学
研
都
市
構
想
と

と
も
に
生
ま
れ
た

「
ま
ち
の
思
想
」を
巡
る

M a r c h  2 0 2 6

　
光
台
は
、
昭
和
53
年（
１
９
７
８
年
）、

京
都
大
学
名
誉
教
授
・
奥
田 

東（
お
く
だ 

あ
ず
ま
）
氏
を
座
長
と
す
る
関
西
学
術
研

究
都
市
調
査
懇
談
会
が
提
言
し
た
、「
人

類
に
貢
献
で
き
る
学
術
研
究
の
拠
点
と
し

て
都
市
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
理
念
の
も

と
に
構
想
さ
れ
た
関
西
文
化
学
術
研
究
都

市
（
通
称
・
学
研
都
市
）
構
想
に
お
い
て
、

「
精
華
・
西
木
津
地
区
」
の一角
と
し
て
開

発
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ち
は
単
な
る
住
宅
地
と
し
て
で

は
な
く
、
文
化
や
思
想
を
内
包
し
た
都
市

空
間
と
し
て
構
想
さ
れ
、
そ
の
象
徴
と
し

て
、
数
多
く
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
オ
ブ
ジ
ェ

が
随
所
に
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
そ
れ
ら
を
巡
り

な
が
ら
、
光
台
と

い
う
町
が
ど
の
よ
う

な
町
か
感
じ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

monument & object

①学研都市構想碑文①学研都市構想碑文
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精
華
町
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
ー
ホ
ー
ル
横
に
は
「
光

る
石
」、光
台
四
丁
目
の「
さ
さ
や
き
の
杜
公
園
」

に
は
、
造
形
作
家
・
今
井 

祝
雄
氏
と
サ
ウ
ン

ド
ア
ー
ティ
ス
ト
・
藤
本 

由
紀
夫
氏
に
よ
る
共

同
制
作
作
品
「
耳
石
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
で
は
、
公
園
の
上
段
と
下
段
で
、
声

や
音
の
や
り
取
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
光
台
三
丁
目
、Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
精
華

大
通
り
南
東
角
に
は
、
江
藤 

薫
氏
に
よ
る
作

品
「
環
」
も
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た

も
の
以
外
に
も
、

公
園
の
造
形
や
遊

具
な
ど
凝
っ
た
作
り

を
し
た
造
形
物
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
学
研
都
市
と
し
て
拓
か
れ
た

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
公
園
、広
場
、道
路
と
いっ

た
公
共
空
間
に
、
ご
く
自
然
に
溶
け
込
む

よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
普
段
何
気
な
く
通

り
過
ぎ
て
い
る
散
策

路
や
公
園
の
片
隅
に

佇
む
作
品
を
巡
る
こ

と
で
、
き
っ
と
、
あ

ら
た
な
精
華
町
の
魅

力
に
出
会
え
る
は
ず

で
す
。

④
こ
の
絶
景
こ
そ
が
、
ザ
・
精
華
町
！

⑤
⑥
遊
び
心
の
あ
る
オ
ブ
ジ
ェ
、

　
　
　
　
　
道
路
ま
で
も
が
オ
ブ
ジ
ェ

光台在住 31 年。会社退職後、南
山城地域の悠久の歴史・文化に魅
力を感じ、山城郷土資料館のボラ
ンティア活動と共に精華町ふるさ
と案内人の会で活動しています。
趣味はゴルフ、グラウンドゴルフ。

今田 賢司

精華町民ライター
プロフィール

　
春
に
は
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
を
は
じ
め
、
数
種

類
の
桜
が
咲
き
誇
り
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人

気
の
超
ロ
ン
グ
滑
り
台
も
あ
る
光
台
五
丁
目

の
「
春
の
丘
公
園
」。

　
こ
の
公
園
で
ふ
と
見
上
げ
る
と
、
小
高
い

丘
の
上
に
、
ま
る
で
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
城
を

思
わ
せ
る
建
築
物
が
目
に
入
り
ま
す
。
そ
こ

へ
向
か
う
に
は
、
ま
る
で
山
の
上
の
神
社
へ

参
拝
す
る
か
の
よ
う
に
、一直
線
に
伸
び

る
階
段
を
上
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
段

数
は
１
１
６
段
。
息
を
切
ら
し
な
が
ら

到
着
す
る
と
、
そ
の
正
体
は
町
の
給
水

塔
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
表
面
に
は
精
華
町
の
マ
ー
ク
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
今
で
は
考
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
、
意
匠
に
富
ん
だ
豪
華
な
建
造
物
で
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
驚
か
さ
れ
る
の
が
、
こ
こ

か
ら
の
眺
望
。
小
高
い
丘
の
上
か
ら
、
光
台

の
町
並
み
が
１
８
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
と
し
て

広
が
り
、
南
西
に
は
生
駒
山
系
を
望
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
表
面
メ
イ
ン
写
真
）
長
年
精

華
町
に
住
ん
で
い
て
も
、
こ
の
風
景
を
見
た

こ
と
が
な
い
方
は
多
い
は
ず
。
ぜ
ひ
一度
、
体

験
し
て
ほ
し
い
景
色
で
す
。

　
鳥
谷
公
園
と
精
華
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
の
屋
上
に
は
、
平
成
４
年
（
１
９
９

２
年
）
５
月
13
日
に
行
わ
れ
た
「
光
台
街

び
ら
き
」
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
鳥
谷
公
園
は
、
光
台
の
中
心
的
な
公
園

と
し
て
、
ボ
ー
ル
遊
び
に
励
む
子
ど
も
た
ち
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
人
々
、
散
歩

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
住
民
な
ど
、
世
代
を

超
え
た
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鳥
谷
公
園
か
ら
光
台
四
丁
目
ま
で
、
延
長
約
１
㎞
に
わ
た
っ

て
既
存
林
を
残
し
整
備
さ
れ
た
「
こ
ず
え
あ
か
り
の
道
」
で
は
、
四

季
折
々
の
花
や
野
鳥
、
昆
虫
な
ど
、
多
様
な
動
植
物
の
観
察
が
楽
し

め
ま
す
。

「
ト
キ
の
球
」
と
「
ヒ
ト
の
球
」
は
、
造
形
作

家 

今
井
祝
雄
氏
（
当
時
・
成
安
造
形
大
学

助
教
授
）
と
環
境
設
計
家 

中
村 

伸
之
氏
に

よ
る
共
同
制
作
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
本
来
、
時
間
と
人
間
を
テ
ー
マ

と
し
た
「
ト
キ
の
球
」、
人
間
と
地
球
を
テ
ー

マ
と
し
た
「
ヒ
ト
の
球
」、
そ
し
て
空
間
と
星

を
テ
ー
マ
と
す
る
「
ソ
ラ
の
球
」
か
ら
な
る

三
部
作
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
「
ソ
ラ
の
球
」

は
実
現
に
は
至
ら
ず
、
幻
の
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
光
台
の
西
端
、
権
谷
川
沿
い
の
道
路
脇
、

光
台
六
丁
目
と
八
丁
目
の
境
付
近
で
は
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
オ
ブ
ジ
ェ
に
出
会
い
ま
す
。

ひ
ょ
っ
こ
り
と
現
れ
る
そ
の
姿
は
、
道
行
く

人
の
心
を
和
ま
せ
、
思
わ
ず
話
し
か
け
た
く

な
る
よ
う
な
存
在
。
三
体

並
ん
だ
オ
ブ
ジ
ェ
は
、
ま
る
で
何
か
楽
し
い
会
話

を
交
わ
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

　
ま
た
、
光
台
六
丁
目
の
「
ふ
れ
あ
い
公
園
」

や
光
台
八
丁
目
の
「
ほ
ほ
え
み
の
丘
公
園
」
周
辺

で
は
、
道
路
が
一般
的
な
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
で
は
な
く
、
手
間
暇
か
け
て
敷
き
詰

め
ら
れ
た
タ
イ
ル
舗
装
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
散
策
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
楽
し
む
人
に

と
っ
て
も
、
単
調
で
は
な
い
、
少
し
気

分
の
上
が
る
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

⑧
ト
キ
の
球

　
鳥
谷
公
園
の
小
高
い
丘
の
上
に
設
置
さ

れ
た
「
ト
キ
の
球
」
は
、
直
径
２
メ
ー
ト
ル
、

太
陽
の
７
億
分
の
１
の
ス
ケ
ー
ル
を
持
つ
鏡

面
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
球
体
で
す
。
球
体
に
は
、

垂
直
と
斜
め
上
方
向
に
、
そ
れ
ぞ
れ
幅
10

㎝
の
ス
リ
ッ
ト
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
床
面
の
中
央
に
は
、
哲
学
者
で
あ
り
墨

僧
で
も
あ
っ
た
山

本
空
外
師
に
よ
る
、

裏
表
が
反
転
し
た
鏡
文
字
で
「
光
」
の
文
字

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑨
ヒ
ト
の
球

　
鳥
谷
公
園
の
東
側
、
精
華
町
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
ー
ホ
ー
ル
屋
上
に
設
置

さ
れ
た
「
ヒ
ト
の
球
」
は
、
直
径
２
．５
５
メ
ー
ト
ル
、
地
球
の
５
０

０
万
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
の
球
体
で
す
。

　
球
体
は
三
分
割
さ
れ
、
中
央
部
は
人
が

ひ
と
り
通
り
抜
け
ら
れ
る
通
路
と
な
っ
て
お

り
、
内
部
に
は
向
か
い
合
う
平
面
鏡
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
が
通
過
す
る
と
、
自
分
自
身
の
像
が

無
限
に
反
射
し
、
次
第
に
小
さ
く
な
り
な

が
ら
連
な
っ
て
い
く
、
非
日
常
的
な
空
間
が

現
れ
ま
す
。
円
の
中
心
に
は
、
こ
こ
で
も
鏡

文
字
の
「
光
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

⑧
⑨
三
部
作
と
し
て
の
構
想

⑩
⑪
⑫
光
台
、ク
リ
エ
イ
ティ
ブ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
形
が
随
所
に

⑦
鳥
谷
公
園
と
光
台
街
び
ら
き
記
念
モ
ニュ
メ
ン
ト

「
ト
キ
の
球
」「
ヒ
ト
の
球
」

あなたが みつけた「素敵な精華町の
写真」を送ってください！

精華町「みつける」からのお知らせ

精華町では町内外の皆様からの写真の
応募をお待ちしています。

応募方法
詳細▼

Kenji Imada

みつける連動企画 第130 回 せいか小さな旅 「光台をぶらりあるき」
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～光台の歩みと共に33年！ 街づくり記念オブジェ・モニュメントを巡ります～
実 施  日：令和８年３月２１日（土） 
集合場所：けいはんなプラザ日時計広場  ９：００ 
解散場所：けいはんなプラザ日時計広場 １2：００ 　
距   　離：約 5ｋｍ 　定員：３０名 
小雨決行：気象警報発令の場合中止
持 ち 物 ：飲み物、雨具、ビニールシート
参 加 費 ：５００円 （小学生１００円・未就学児無料）
　　　　　 記念缶バッチ付

けいはんなプラザ日時計広場⇒ 春の丘公園 ⇒ 
ほほえみの丘公園 ⇒鳥谷公園⇒ こずえあかりの道 ⇒ 
ささやきの杜公園⇒けいはんなプラザ日時計広場
前日までに、下記の電話又は E メールで次のところへ

モニュメント・オブジェの数々光台に輝く

コ
ー
ス 

申
込
方
法

NPO 法人 精華町ふるさと案内人の会
TEL 080-9980-0004  Email : furusato_seika@yahoo.co.jp   
※ LINE 公式アカウント「（公式）精華町ふるさと案内人の会」に
　登録されている方は、LINE で申込み手続きができます。

の
り
お

く
う
が
い
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